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令和４年度 第３回 経営協議会議事概要 

 

日  時 令和４年６月２２日（水） １３：３０  ～  １４：３５ 

場  所 特別会議室 

出 席 者 別紙のとおり 

 

議題 

１．第３期中期目標期間終了時の法人評価における報告書の策定について 

（１）第３期中期目標期間に係る業務の実績に関する報告書（案）について   （議題１の別紙） 

副学長（大学改革・学事総括・評価担当）から，国立大学法人法により文部科学省へ提出が義務

づけられている第３期中期目標期間に係る業務の実績に関する報告書（案）について，資料に基づき

説明があり，併せて，本資料については現在も事務的に文言の確認作業を行っていることから，字句

等の軽微な修正については学長に一任いただきたい旨の説明があった。 

   

  審議の結果，了承し，役員会へ付議することとした。 

 

なお，学外委員から，以下のとおり意見等があった。 

 ・リニューアル前の大学公式 Web サイトと比較すると，確かに見やすくなったことは理解できるが，

根拠となる数値についても示していただきたい。 

 ・女性の管理職比率については，確かに 15％を達成してはいるが，わずか 0.8％上回っているだけで

ある。今後は是非 30％以上を目標に引き続き取り組んでいただきたい。 

 ・教育研究組織の見直しを図られたとのことだが，それまでの取り組み状況について説明いただきた

い。 

 ・全国の教員養成系大学の共通課題の１つに「理数教育人材の不足」が挙げられると思うが，これを

解決するための方策として入試改革の必要性についてどのように考えられているか。 

 

  学長及び企画課から，以下のとおり回答があった。 

 ・広報企画室において，大学公式 Web サイトへのアクセス数等の比較分析を行ったところ，1ユーザあ

たりのセッション数（ページや PDF 等を開く動作全般）及び平均セッション時間の増加，②直帰率

（最初のページの閲覧のみでサイトを離脱した割合。ネガティブ数値）の低下が根拠として挙げら

れる。 

 ・大学教員の教育組織及び研究組織を，それぞれ「学域」及び「研究ユニット」に改め，課程に関係な

く，「学域」の方で入学試験，履修指導，就職指導，学生指導を行っていくとともに，学内委員会等

については「学域」内の互選により委員を選出する等，より多くの大学教員が大学運営に参画でき

るようにした。 

 ・「理数教育人材の不足」への解決のための入試改革については，昨年度までの初等教育教員養成課

程の入学試験については，理数系の科目に限らず特定の科目を課していなかった。しかし，今年度

実施の入学試験からは，理数教育学域における初等教育教員養成課程プログラムでは理数系科目を

中心に課されることから，今後は理数教育の素養のある学生の入学が増えると思われる。 
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２．令和４年度実施教職大学院認証評価に係る自己評価書（案）について     （議題２の別紙） 

副学長（大学改革・学事総括・評価担当）から，教職大学院認証評価の受審にあたり，提出が必要な

自己評価書（案）のうち領域６～８の経営に関する箇所について，資料に基づき説明があった。 

 

審議の結果，了承し，役員会へ付議することとした。 

 

なお，学外委員から，以下のとおり意見等があった。 

 ・教職大学院における組織的な研究活動とは具体的にはどのようなものなのか。 

 ・プロジェクト研究については，カリキュラム開発に特化したものが多いのか。 

 

  副学長から，以下のとおり回答があった。 

 ・組織的な研究活動としては，個人研究ではなく，チームを組んで，チーム内でそれぞれの役割を以

て行う研究活動のことで，教職大学院での具体的な組織的な研究活動としては，教員の資質向上の

ための研修プログラム開発や発達障害の可能性のある児童生徒の多様な特性に応じた合理的配慮

研究等が挙げられる。 

 ・カリキュラム開発よりもカリキュラムの個々の分野に特化した実践研究が多いものと思われる。 

 

３．生協が運営する厚生施設の改修について                  （議題３の別紙） 

  理事（企画・教育研究・附属学校・教育組織・カリキュラム担当）から，平成３１年度の役員会で決

定の後，新型コロナウイルス感染症が発生し延期となっていた大学生協の施設改修計画について，大

学生協より，計画を一部変更の上，実施したい旨の申し入れがあったことについて，資料に基づき説

明があった。 

 

審議の結果，了承し，役員会へ付議することとした。 

 

なお，学外委員から，以下のとおり意見等があった。 

 ・未だ新型コロナウイルス感染症についての先行きは不透明な状況で，改修工事をこの時期に行うこ

とによる収支の見通しは大丈夫なのか。 

 ・LED 照明への切替計画が除外されたとのことだが，長期的視点に立つと LED 照明への切り替えは行

うべきではないのか。 

 

  学長及び理事（企画・教育研究・附属学校・教育組織・カリキュラム担当）から，以下のとおり回答

があった。 

 ・現在，生協が運営する食堂は昼を中心に時短営業を行っているが，今後は朝や夕方の営業も想定し

ての改修工事であるとのこと。 

 ・LED 照明への切り替えについては，あくまで今回の改修工事では行わないということなので，将来的

には切り換えは行われるのではないか。 

 

  

次回開催日 令和４年９月２８日（水）１３：３０～ 
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説明資料等 

 

議題１の資料   第３期中期目標期間に 係る業務の 実績に係る 業務の実績に関する報告書（案） 

【概要】 

議題１の別紙   第３期中期目標期間に係る業務の実績に関する報告書（案） 

議題２の資料  教職大学院認証評価の概要 

議題２の別紙  教職大学院認証評価自己評価書（案） 

議題３の別紙  生協が運営する厚生施設の改修について 


